
平
成
二
六
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
が
一
月

一
八
日
・
一
九
日
の
二
日
間
、
国
立
大
学
法
人
鹿
屋

体
育
大
学
で
実
施
さ
れ
、
本
校
か
ら
は
三
〇
二
名
が

受
験
し
ま
し
た
。
三
学
年
部
と
進
路
指
導
部
の
先
生

方
か
ら
試
験
直
前
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
担
任
か
ら
の
激
励
の

言
葉
に
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
試
験
時
間
が
ト
ー
タ
ル
五
時
間
五
〇

分
に
も
及
び
、
最
後
の
リ
ス
ニ
ン
グ
試
験
が
終
了
し

た
の
は
午
後
六
時
一
〇
分
で
し
た
。
緊
張
の
連
続
で

疲
労
困
憊
の
体
で
し
た
が
、
明
日
に
備
え
る
べ
く
急

ぎ
足
で
会
場
を
後
に
し
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
体
調
を
崩
す
者
も
な

く
、
三
〇
二
名
全
員
が
全
日
程
を
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
担
任
か
ら
今
後
の
日
程
に
つ
い
て

詳
し
い
説
明
を
受
け
、
家
路
に
就
き
ま
し
た
。

翌
日
の
二
〇
日
に
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
自
己
採

点
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。採
点
結
果
を
ふ
ま
え
、

デ
ー
タ
を
参
考
に
し
な
が
ら
三
者
面
談
で
志
望
校
を

決
定
し
、
前
期
・
中
期
・
後
期
日
程
の
順
で
国
公
立

大
学
を
受
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
六
六
期
生
の

底
力
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第７２号
平成２６年

１月 22日

鹿児島県立

鹿屋高等学校

一
月
・
二
月
・
三
月
の

主
な
行
事
予
定

一
月<

睦
月>

二
五
日
（
土
）

進
研
模
試
（
一
・
二
年
）

二
六
日
（
日
）

進
研
模
試
（
二
年
）

二
七
日
（
月
）

朝
課
外
開
始
（
一
・
二
年
）

二
八
日
（
火
）

長
距
離
走
大
会

三
〇
日
（
木
）

第
二
〇
回
生
鮮
芸
術
市
場

[

～
二
月
三
日]

二
月<

如
月>

一
日
（
土
）

三
星
道
場
⑪

二
日
（
日
）

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
模
試

（
一
・
二
年
希
望
者
）

五
日
（
水
）

推
薦
入
学
者
選
抜

一
五
日
（
土
）

三
星
道
場
⑫

二
〇
日
（
木
）

学
年
末
考
査

[

～
二
五
日]

二
五
日
（
火
）

国
公
立
大
学
前
期
日
程
試
験

奉
仕
作
業
（
一
年
）

二
八
日
（
金
）

卒
業
式
予
行
・
同
窓
会
入
会
式

三
月<

弥
生>

一
日
（
土
）

三
星
道
場
⑬

三
日
（
月
）

第
六
六
回
卒
業
式

六
日
（
木
）

一
般
入
学
者
選
抜
学
力
検
査

自
宅
学
習
期
間[

～
一
二
日]

七
日
（
金
）

一
般
入
学
者
選
抜
学
力
検
査

八
日
（
土
）

国
公
立
大
学
中
期
日
程
試
験

一
二
日
（
水
）

国
公
立
大
学
後
期
日
程
試
験

一
四
日
（
金
）

入
学
者
選
抜
合
格
者
発
表

一
五
日
（
土
）

進
研
マ
ー
ク
模
試
（
二
年
）

ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
（
一
年
）

一
六
日
（
日
）

進
研
マ
ー
ク
模
試
（
二
年
）

一
七
日
（
月
）

合
格
者
集
合

二
〇
日
（
木
）

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

二
四
日
（
月
）

朝
課
外
終
了

二
五
日
（
火
）

終
業
式

二
八
日
（
金
）

離
任
式

祈
合
格
！

六
六
期
生

セ
ン
タ
ー
試
験

三
〇
二
名
受
験

２学期クラスマッチの結果
12月13日(金)にクラスマッチ(１･２年)が実施されました。

各種目の優勝と総合成績上位のクラスを紹介します。

【総合順位】

優勝 ２年２組 準優勝 １年５組 ３位 ２年４組

【各種目の優勝クラス】

○バレーボール （男子）２年７組 （女子）１年５組

○バスケットボール（男子）２年４組

○サッカー （男子）２年６組

○ソフトボール （男子）２年８組 （女子）１年３組

○卓球 （女子）２年２組

○ソフトテニス （男子）１年７組 （女子）１年５組

相
談
日
の
お
知
ら
せ

(

一
月
・
二
月
・
三
月)

相
談
者

生
徒
・
保
護
者

講

師

岡
本

眞
理
子

先
生

（
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

日

時

一
月
二
七
日
（
月
）

二
月

四
日
（
火
）

二
月
一
八
日
（
火
）

三
月
一
八
日
（
火
）

（
い
ず
れ
も
一
三
時
～
一
七
時
）

※

相
談
希
望
の
方
は
、
事
前
に
学
級
担
任
又

は
保
健
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



《
吹
奏
楽
部
》

○
第
六
二
回
南
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

管
打
楽
器
（
木
管
）
部
門
入
選

米
盛

真
子

（
三
年

鹿
屋
東
中
）

○
県
吹
奏
楽
ソ
ロ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

ソ
ロ
部
門
（
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
）
金
賞

阿
多

愛
佳

（
二
年

鹿
屋
東
中
）

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
門
（
フ
ル
ー
ト
）
金
賞

山
中

詩
織

（
一
年

田
崎
中
）

荒
崎

奏
子

（
一
年

垂
水
中
央
中
）

岡
留

奈
菜

（
二
年

大
崎
中
）

《
美
術
部
》

○
県
高
校
美
術
展

優
秀
賞

渡
辺

綺
乃

（
一
年

田
崎
中
）

下
小
野
田

夏
子
（
二
年

串
良
中
）

奨
励
賞

田
原

知
佳

（
一
年

吾
平
中
）

有
嶋

緋
鶴

（
三
年

東
串
良
中
）

《
書
道
部
》

○
県
高
等
学
校
揮
毫
大
会

臨
書
部
門
高
文
連
賞

田
中

翔
乃

（
二
年

垂
水
中
央
中
）

柿
内

至

（
二
年

吾
平
中
）

《
陸
上
部
》

○
南
日
本
長
距
離
走
大
会

女
子
共
通
５
０
０
０
㍍
二
位

永
田

蓮

（
一
年

有
明
中
）

○
大
隅
地
区
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会

男
子
優
勝

女
子
準
優
勝

《
ボ
ー
ト
部
》

○
九
州
高
校
選
抜
ボ
ー
ト

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
二
位

上
京

未
来

（
二
年

輝
北
中
）
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第
四
四
回
野
外
実
習
実
施

一
一
月
二
二
日
（
金
）
、
昭
和
四
五
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
四
四
回
目
の
野
外
実
習
が
今
年

も
一
年
生
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
野
外
実
習
は
、
郷
土
の
歴
史
・
自
然
に

直
接
触
れ
る
こ
と
で
故
郷
へ
の
関
心
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
素
晴
ら
し
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
生
徒

は
故
郷
の
地
に
い
な
が
ら
あ
ま
り
見
聞
き
し
た

こ
と
の
な
か
っ
た
場
所
に
赴
き
、
感
慨
深
げ
に

先
生
方
の
説
明
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
故

郷
へ
の
思
い
が
深
ま
っ
た
野
外
実
習
で
し
た
。

部
活
動
等
の
活
躍

保護者アンケートの集計結果

１ 目 的 学校活性化に向けた改善に資するため
２ 実施時期 平成２５年１１月１２日（火）～

１１月１８日（月）
３ 調査対象 １・２年生の保護者
４ 調査方法 抽出（各学年２クラス 計４クラス

１４５名）
５ 回 答 率 ９７．２％
６ 評価基準 ４→よく当てはまる

３→やや当てはまる
２→あまり当てはまらない
１→全く当てはまらない

７ 評 価
＜平均評価点＞

№ 評 価 項 目 本年度 昨年度
１ 学校の教育方針の理解 ３.２９ ３.３２
２ 授業や学習指導の熱心度 ３.５３ ３.４４
３ 授業や課外の時間確保 ３.６０ ３.５３
４ 学力向上の積極的な取組 ３.４１ ３.２６
５ 進路実現への適切な指導 ３.０９ ３.１５
６ 基本的生活習慣指導の確立 ３.１８ ３.０３
７ 交通安全・マナー指導の徹底 ３.１０ ２.９３
８ 教育相談や面談への親身な対応 ３.２６ ３.２８
９ ボランティア活動への奨励 ２.６７ ２.７０
10 保健・健康・生命尊重への指導 ２.９６ ２.９７
11 行き届いた校内美化の推進 ３.１６ ３.２１
12 校内の様子の積極的な情報発信 ３.００ ２.８４
13 子どもの本校入学への満足度 ３.４０ ３.４８
14 学校からの配付物の確認 ３.２１ ＊＊＊

【考察】
昨年度と同様，「９ボランティア活動」，「10保健・健

康指導」に課題が残る結果となりました。「14学校から
の配付物の確認」は，本年度から設定しました。学校か
らの資料等は，生徒便で概ね配付されているようです。
平均評価点が４に近づくよう今後も努力していきたいと
思います。
御協力いただいた保護者の皆様に感謝いたします。

教職員による自己評価の集計結果

１ 実 施 日 平成２５年１２月上旬
２ 回答者数 ５６名
３ 評価基準 ４→十分に達成 ３→おおむね達成

２→やや不十分 １→不十分
４ 評価点平均
№ 評 価 項 目 評価点 前年比（増減）
１ 教育目標に沿った活動 ３.２８ ＋０．１４
２ 機能的な生徒指導態勢 ３.１１ ＋０．３１
３ 機能的な進路指導態勢 ３.２２ ＋０．０４
４ 機能的な保健・安全指導 ３.１９ ＋０．０５
５ 教材の精選や授業の工夫・改善 ３.３７ ＋０．０２
６ 宿題や課題の適切な質と量 ３.１７ －０．０８
７ 正確な授業開始 ３.５０ ±０
８ 私語や居眠り等への指導徹底 ３.３９ －０．１４
９ あいさつ・頭髪等への指導 ３.２２ ＋０．１８
10 十分な教育相談の実施 ３.１３ ＋０．０２
11 問題行動の未然防止・早期発見 ３.０６ －０．０５
12 奉仕活動・地域貢献への奨励 ２.５４ －０．１０
13 学年目標に即した指導 ３.２４ ＋０．０９
14 進路・学力検討会への積極的参加 ３.４１ ＋０．１０
15 進路関係情報の収集・提供 ３.１７ ＋０．０６
16 学習の記録・進路ノートの活用 ３.１５ ＋０．２６
17 キャリア教育の推進 ３.０９ ＋０．１１
18 清掃指導の徹底 ３.２８ ＋０．０７
19 適切な交通安全指導 ３.１７ －０．０４
20 語り込みを通しての指導 ３.２６ ＋０．１５

【考察】
前年比で項目の２と 16が大幅に上昇した。今年度の努力点，

「全員で見届ける指導の徹底」と「個に応じた授業や宅習課題の
工夫」が意図的に実践されているものと推察される。また，項目
12は，年々自己評価点が下がりつつある。ボランティア活動や地
域貢献活動の具体的取組を早急に推し進める必要がある。

祝
出
場
！

陸
上
部
の

永
田

蓮

さ
ん
が
鹿
児
島
県
地

区
対
抗
女
子
駅
伝
（
一
月
二
六
日
〈
日
〉
開
催
）

に
、
曽
於
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
出
場
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。
健
闘
を
祈
り
ま
す
。


